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決算概況

連結業績の推移

　下期におきましては、売上対策として「低価格商品への対応」、「専門店向け
販路の拡大」、「ブランドショップ展開の拡大」の3つに引き続き取り組んでま
いります。「低価格商品への対応」は、アセアン生産の拡大により製造原価を
抑えた商品開発を進めます。「専門店向け販路の拡大」では、シャツ、ブラウス、
ボトムといった商品の取引が先行して進んでおり、下期に向け単価の高いア
ウターや機能素材を使ったボトムなどの取引拡大を進めてまいります。「ブラ
ンドショップ展開の拡大」では、量販店の売上対策として、ブランドショップの
出店を引き続き進めます。地方の大型店舗を中心に当期合計で30店舗増を
計画しています。
　利益対策としましては、「主力工場の見直し」と「品質管理の強化」に取り組

　当第2四半期連結累計期間の業績は、売上高288億53百万円（前年比
98.6％）、営業損失3億12百万円（前年同期は1億42百万円の営業利益）、
経常損失2億3百万円（前年同期は2億18百万円の経常利益）、親会社株主
に帰属する四半期純損失2億26百万円（前年同期は2億13百万円の親会社
株主に帰属する四半期純利益）となりました。
　売上高は衣料品市場全体として商品価格帯の低下から販売単価の下落が
進み、数量増で補うことができず減少しました。販売チャネル別では、専門店
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向けや無店舗向けの販売が伸びたものの、量販店向けの販売が減少しました。
専門店向けは、専任部署での新規取引の開拓と株式会社サードオフィスの連
結化により、セレクトショップ等の販路が拡大しました。
　利益面では、生産のアセアンシフトや貿易コストの見直し等による原価の低
減、海外の生産管理を強化することで、国内での品質管理費用の削減を進め
ました。

みます。「主力工場の見直し」においては、当社は中国の主力工場への生産集
約を進めることで原価の低減、貿易コストの削減を進めてまいりました。現在、
拡大するアセアンでの生産に対応して、主力工場の認定をアセアンでも増やし
ており、生産コストの低減に努めてまいります。「品質管理の強化」においては、
中国の主力工場では当社の現地スタッフが工場の巡回チェックをすることで
不良品を生産しない体制へと管理を強化しています。アセアン生産において
も、中国と同様の巡回管理体制を構築します。また、生産前に生地や附属品
の検査を強化することで、不良品を削減します。
　これらの取り組みにより、通期の連結業績は、売上高650億円、営業利益
5億円、経常利益6億円、当期純利益5億円を予想しています。
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